
 

学校番号 3009 

令和５年度 工業科（電気系） 

 

教科 
工業科 
(電気系) 

科目 
電子技術 
（選択） 

単位数 ３単位 年次 
３年 

(電気技術専科) 
(深化コース) 

使用教科書 電子技術（実教出版） 

  副教材等 第三級陸上特殊無線技士 法規（一般財団法人 情報通信振興会） 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 電子技術に関する基礎的な知識と技術を習得するとともに、その技術を実際に活用できるように

していきます。 

 

2 学習の到達目標 

・電子技術に関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

・その技術を実際に活用できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子技術に関する知識

と技術に関心をもち，

その習得に向けて主体

的に取り組むとともに

，実際に活用しようと

する創造的実践的な態

度を身につけている。 

 

 

電子技術に関する諸問

題の解決をめざして自

ら思考を深め，知識と

技術を活用して適切に

判断し，創意工夫をし

ながら，それらを表現

する能力を身につけて

いる。 

 

 

電子技術に関する基礎

的・基本的な技術を身

につけ，知識と技術に

基づいた合理的な作業

を計画し，その技術を

適切に活用している。 

 

 

 

 

基礎的・基本的な知識

を身につけ，さまざま

な電気現象や電子技

術を応用する能力が

身についており，技術

的に対応することが

できる。 

・各種の公式を正しく

理解し，正確に計算が

できる。 

評
価
方
法 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

 

 

 

 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

 

 

 

 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

 

 

 

 

ノートなどの提出 

状況と考査評価、 

提出物評価、学習 

への取り組み状況等 

 

 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 a b c d 

前
期 

第
１
章 

半
導
体
素
子 

○原子と電子 

○半導体 

○ダイオード 

○トランジスタ 

○電界効果トランジスタ 

○集積回路 

○その他の半導体素子 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 原子を構成する原子核

と電子，自由電子と正孔，

半導体の種類とキャリヤに

ついて正しい知識を身につ

けている。 

b: ダイオードの整流作用、

トランジスタの増幅作用に

ついて理解している。 

c: 集積回路の分類につい

ての知識を身につけている

。 

d: 各種半導体素子の機能に

ついての知識を身につけて

いる。 

 

 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
２
章 
ア
ナ
ロ
グ
回
路 

○増幅回路の基礎 

 

○いろいろな増幅回路 

 

○発振回路 

 

○変調回路と復調回路 

 

○直流電源回路 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a: 増幅回路に関心をもち，

各種増幅回路の構成や動作

原理について理解している。 

b: 発振回路の構成や動作原

理を理解している。 

ｃ:変調回路，復調回路の構

成や動作原理を理解してい

る。 

d: 直流電源回路の構成と各

回路の働きが理解できる。 

 

 

 

 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
３
章 

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路 

○ディジタル回路 

 

 

○パルス回路 

 

 

○アナログ-ディジタル変

換器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:論理回路やマルチバイブ

レータ，フリップフロップ

，波形整形回路，アナログ-

ディジタル変換器などに関

心をもち，意欲的に学習に

取り組んでいる。 

b: 基本論理回路の働き，図

記号，論理式，真理値表な

どが理解できる。 

c: 各種マルチバイブレー

タおよび各種フリップフロ

ップの動作原理を理解し，

それらの用途に関する知識

を身につけている。 

d: A-D変換とD-A変換の基

本的な動作原理を理解して

いる。 

ノートの

提出 

考査評価

，課題，

学習活動

により評

価する。 

第
４
章 
通
信
シ
ス
テ
ム
の
基
礎 

○有線通信システム 

 

○無線通信システム 

 

○データ通信システム 

 

○画像通信 

 

○通信関係法規 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 有線通信システム、無線

通信システムの概要につい

て理解している。 

b: データ通信システムの

概要について理解している

。データ圧縮技術の概要と

データの符号化・復号化つ

いて理解できる。 

c: ファクシミリやテレビ

ジョンの原理，基本構成お

よび伝送方式に関心をもち

，意欲的に学習に取り組ん

でいる。 

d: 通信関係の各法規につ

いて，その目的を理解し，

各法規の概要に関する知識

が身についている。 

ノートの

提出 

考査評価

，課題，

学習活動

により評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
５
章 

音
響
・映
像
機
器
の
基
礎 

○音響機器 

 

○映像機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 音圧と音圧レベル，音速

と音波の波長，振動数の関係

について理解できる。 

b: マイクロホンやスピーカ

について，その種類と特性お

よび動作原理などを理解で

きる。 

c: ビデオカメラやビデオレ

コーダの種類と構成につい

て理解できる。 

d: 各種の画像機器について

，動作原理や特徴について理

解できる。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

第
６
章 

電
子
計
測
の
基
礎 

○高周波基本計測 

 

○電子計測器 

 

○応用計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 高周波基本計測において

は，表皮効果，漂遊容量，漂

遊インダクタンスは重要な

要素であることが理解でき

る。 

b: 高周波における電流・電

圧・電力・インピーダンスの

測定原理が理解できる。 

c: ディジタルマルチメータ

やディジタルオシロスコー

プなどの電子計測器の原理

や特徴などが理解でき，計測

に応用するさいの知識が身

についている。 

d: 応用計測（温度・回転数

・圧力など）の基本構成およ

び各種センサと応用計測の概

要について理解できる。 

ノートの

提出 

考査評価，

課題，学習

活動によ

り評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


